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下
水
道
工
事
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

市
内
の
各
地
域
で
、
下
水
道
工
事

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
工
事

は
３
月
下
旬
に
完
成
す
る
予
定
で

す
。
工
事
期
間
中
は
、
道
路
の
片
側

交
互
通
行
や
一
部
通
行
止
め
な
ど
、

ご
不
便
や
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

工
事
個
所

大
館
地
域
／
古
川
町
、
鉄
砲
場
、
相

染
沢
中
岱
、
赤
館
町
、
東
台
一
・

二
・
三
・
五
・
七
丁
目
、
字
東
台
、

二
井
田

比
内
地
域
／
笹
館
、
野
開

田
代
地
域
／
赤
川

※
既
に
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
所

や
、
変
更
で
今
後
に
追
加
で
工
事

す
る
所
も
あ
り
ま
す
。

水
洗
化
を
お
願
い
し
ま
す

「
下
水
道
」と
い
う
と
、快
適
で
ク

リ
ー
ン
な
水
洗
ト
イ
レ
を
イ
メ
ー
ジ

し
が
ち
で
す
が
、
実
は
生
活
排
水
が

環
境
に
与
え
る
影
響
を
小
さ
く
す
る

こ
と
が
大
き
な
目
的
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
下
水
道
法
で
は
、
ト

イ
レ
の
水
洗
化
は
、
下
水
道
が
使
え

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
３
年
以
内
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
生
活
排
水
は
遅

滞
な
く
下
水
道
に
つ
な
ぐ
よ
う
に
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
個
人
宅
で
台
所
や
お

風
呂
と
ト
イ
レ
を
別
々
に
工
事
す
る

の
は
困
難
な
の
で
、
市
で
は
両
方
合

わ
せ
て
３
年
以
内
の
工
事
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
の
水
洗

化
で
、
衛
生
的
で
住
み
良
い
環
境
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

水
洗
化
を
応
援
し
ま
す

水
洗
化
工
事
を
応
援
す
る
た
め
に

「
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
」
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
浄
化
槽
か
ら
の
つ
な
ぎ

替
え
を
含
む
水
洗
化
工
事
が
対
象

で
、
次
の
条
件
で
利
用
で
き
ま
す
。

●
建
物
一
戸
に
つ
き
50
万
円
ま
で
、

ト
イ
レ
が
２
カ
所
以
上
の
場
合
は

１
カ
所
当
た
り
30
万
円
で
１
５
０

万
円
ま
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

●
返
済
は
、
50
カ
月
以
内
の
毎
月
元

金
均
等
償
還
。
利
息
は
市
が
負
担

し
ま
す
。

●
３
年
以
内
の
水
洗
化
工
事
で
、
市

税
、
下
水
道
工
事
受
益
者
負
担
金

な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
か
た
。

今
年
度
の
工
事
が
終
了
し
た
地
区

で
は
、
来
年
４
月
か
ら
下
水
道
が
利

用
で
き
ま
す
。
水
洗
化
に
向
け
て
、

今
か
ら
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

今
年
度
の
下
水
道
工
事
が
行
わ
れ
る
場
所
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

上
下
水
道
部
下
水
道
課
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問

地図１

古川町、
鉄砲場、
相染沢中岱、
赤館町、
東台一丁目、
東台二丁目、
東台三丁目、
東台五丁目、
東台七丁目、
字東台、


